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近内 三孝選手近内 三孝選手近内 三孝選手
MITSUNORI KONNAI

東京オリンピック　ウエイトリフティング
男子 67kg 級　７位入賞！

三春中学校柔道部
第44回東北中学校柔道大会
　　男子団体 初優勝！

　東京オリンピック　ウエイトリフティング男子
６７ｋｇ級に出場した近内三孝選手（中郷出身／
田村高校卒）は、スナッチ135ｋｇ、ジャーク172
ｋｇのトータル307ｋｇで見事第７位入賞を果たし
ました。
　スナッチでは、135ｋｇを連続失敗しましたが、
３回目の試技でバーベルを一気に頭上に挙げ
成功。
　ジャークは１回目で165ｋｇを成功。２回目で
172ｋｇを成功させると、３回目は自身の日本記
録175ｋｇを上回る178ｋｇに挑戦し、惜しくも失
敗しましたが、初のオリンピックで見事７位入賞
という大きな功績を残しました。

　「自分の思うような結果ではなかったが、町民のみなさまの声援を受け、7位入賞する
ことができました。3年後のパリオリンピックでメダルを取れるように頑張っていきた
い。」と語りました。
　無観客での大会であったが、地元からの応援メッセージが力になったそうです。
　「多くの関係者に支えられていることを実感した。オリンピックに出場してみて、オリ
ンピックは特別な舞台だと感じた。田村高校の後輩にもオリンピックの舞台に立ってほ
しい。」と話しました。

2号にわたって、各大会で活躍した若きアスリート達を紹介します！
今月号は、近内三孝選手、三春中学校柔道部の皆さん、山﨑一檎選手、大石田青空選手をご紹介します！

第53回東北中学校水泳競技大会    
女子200m自由形 ５位入賞！

第42回東北中学校陸上競技大会    
走り幅跳び ４位入賞！

山﨑 一檎選手山﨑 一檎選手山﨑 一檎選手

大石田 青空選手大石田 青空選手大石田 青空選手

写真提供：©日本ウエイトリフティング協会

写真提供：(有)日彰スポーツ通信
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まほらミュージックプロジェクトの紹介まほらミュージックプロジェクトの紹介
第４弾

「佐藤秀徳トリオwith 工藤精　三春中学校吹奏楽部
田村高等学校吹奏楽部ジョイントコンサート」

これまでの取り組み

▼問　生涯学習課　生涯学習グループ　☎ 62-3837

第1弾 　6月 4日開催
「Quartet Donka 弦楽四重奏コンサート」

左からヴァイオリンの高宮城凌さん、菅野千怜さん、
ヴィオラの今井凛さん、チェロの坂井武尊さん

前日に、三春小学校合奏部に訪問し演奏の指導を行っ
ていただきました。

第2弾　7月 25日開催
「Cuti- Strings サマーコンサート」

郡山市の管弦楽団「キューティーストリングス」総勢
29人と指揮者の佐藤守廣さんによる全18曲のコンサート

第3弾　7月 29日開催
「合唱セミナー2021」

Nコン課題曲「足跡」の編曲者上田真樹さんを講師に
招き、三春中学校・岩江中学校の合唱部の指導を行っ
ていただきました。 

カ ル テ ッ ト 　 　 　  ド ン カ キューティー　    ストリングス

※新型コロナウイルス感染拡大
　状況により開催を延期します。
　詳細は決まり次第ホームページ
　等でお知らせします。
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令和４年度以降の三春町成人式について
　令和４年４月の民法改正に伴い、成年年齢が 20歳から 18歳へ引き下げられます。
　成年年齢引き下げ後の三春町成人式について、下記のとおり実施したアンケート調査の結果を踏まえ、これまで
と同様、20歳の方を対象に成人の日の前日に開催します。

　　アンケート調査概要
　　・調査対象者
　　　令和４年度中に 18～ 20歳になる、三春町に住所を有する方
　　　（平成 14年４月２日から平成 17年４月１日生まれ）：計 439 名
　　・調査時期　令和３年７月１日から 11日まで
　　・調査方法　往復はがきによるアンケートの送付
　　・回答者数　177 名（回答率：40.3％）

○アンケート結果
　①対象者の年齢について
　　20歳に達する人（85.4％）
　　18歳に達する人　（7.6％）
　　19歳に達する人　（6.5％）
　②出席しやすい時期について
　　成人の日の前日（63.5％）
　　　　　　　３月（16.4％）
　　　　　　　８月　（8.5％）

　　18歳を対象としたとき、式典出席による進学および就職への影響を懸念する声が多数寄せられました。

▼問　生涯学習課　生涯学習グループ　☎ 62-3837

講演会　みんなで支え合うまちづくり
～支えられる立場から支える立場に～

　近年の少子高齢化社会において、若い世代だけで社会を支えること
が難しい時代になると予測されています。
　すべての世代において、「おたがいさま」の気持ちで、出来る人が
出来ることで支え合うという発想を持つことが大切です。
　この講演に参加した皆さんから三春町に支え合いの花を咲かせましょう。
　たくさんのご参加、お待ちしております。

　　＊地域の支え合いとは・・・
　　　・サロン（通いの場）で定期的に顔をあわせることで、自然な
　　　　助け合いに繋がる。
　　　・地域の子どもが通学時に高齢者のゴミをゴミ捨て場まで運ん
　　　　でくれる。　等

　　　○開催日時：９月 28日（火）　午後１時 30分から
　　　○会　　場：三春交流館「まほら」まほらホール
　　　○講　　師：公益財団法人さわやか福祉財団　岡野貴代様
　　　○入 場 料：無料
　　　○申込方法：案内チラシを広報と一緒に配布しますので、必要事項をご記入のうえ、申込期限までに
　　　　　　　　　保健福祉課まで申込みください。

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止となる場合がございます。

▼問・申込　保健福祉課　介護保険グループ　☎ 62-3166　FAX62-0202

20歳
成人の日の前日（現行通り）
３月（春休みなど）
８月（お盆の時期など）
１月（成人の日の前日以外）
４～５月（ゴールデンウィークなど）
その他

対象者の年齢

85.4% 63.5%

7.6%
6.5% 0.5%

16.4%

8.5%

5.8%
4.8%

18歳
19歳
指定なし

1.1%
出席しやすい時期
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◆ 人件費の状況（普通会計決算）

◆ 職員給与費の状況（普通会計決算）

※ 

※ 職員手当には退職手当を含みません。  ※ 職員数は令和2年 4 月 1 日現在の人数です。
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◆ ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在）

◆ 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

◆ 職員の初任給の状況（令和2年4月1日現在）
◆ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　 （令和2年4月1日現在）

◆ 一般行政職の級別職員数の状況（令和2年4月1日）

※ 町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
　数です。
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
　 代表的な職務です。

　全地方公共団体の一般行政職の給料月
額を同一の基準で比較するため、国の職員
数（構成）を用いて、学歴や経験年数の
差による影響を補正し、国の行政職俸給表
（一）適用職員の俸給月額を 100として計
算した指数です。類似団体平均とは、人口
規模、産業構造が類似している団体のラス
パイレス指数を単純平均したものです。

ラスパイレス指数とはラスパイレス指数とはラスパイレス指数とはラスパイレス指数とは

0

20

40

60

80

100

（令和2年4月1日現在）

人件費には、議会議員や
その他非常勤特別職の報
酬、町長などの特別職給
与、職員給与および退職
手当組合負担金などが含
まれています。

※「平均給料月額」とは、各年４月１日現在における各職種ごとの職員の
　基本給の平均です。 
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
　時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公
　務員給与実態調査において明らかにされているものです。また、「平均給
　与月額（国 比較 ベース）」の下段は、比較のため、国家公務員と同じベー
　ス（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出しています。 
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▼問　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX 61-1110

◆ 職員期末・勤勉手当・退職手当の状況

※ 退職手当の支給率は、福島県市町村総合事
　務組合「市町村職員の退職手当に関する条
　例」で定められています。

◆ 特別職の報酬等の状況（令和2年4月1日現在） ◆ 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※ 職員数は一般職に属する職員数です。
※（　）内は条例定数の合計です。◆ 年齢別職員構成の状況（各年４月１日現在）

　扶養手当、住居手当、通勤手当、管
理職手当、寒冷地手当、超過勤務手当
などがあります。

その他の職員手当その他の職員手当その他の職員手当

0

5

10

15

20

60以上56～5952～5548～5144～4740～4336～3932～3528～3124～2720～2320未満

R2年
5年前

人口１万当り職員数96.43人

人口１万当たり職員数
65.26人
（類似団体の人口１万
当りの職員数76.27人）

人口１万当たり職員数
87.61人
（類似団体の人口１万
当りの職員数95.88人）

。すで合割給支る係に員職用任再は内）　（ ※
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▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837　ＦＡＸ62-4727

　本大会は、県内の軟式野球並びにソフトボールのレベル向上と市町村間の交流を図ることなどを目的として開催
され、町でも本大会に出場するため三春町選手団を結成し、去る８月11日に「三春町選手団結団式」を開催しました。
結団式では、軟式野球選手団の大内広信監督から「野球を通して三春町に元気を与えたい」また、ソフトボール選
手団の橋本義幸監督から「昨年の結果を上回れるよう、ベスト８以上の成績をおさめたい」と決意表明がありました。
　軟式野球大会は９月４日（土）から県内各球場で開催され、ソフトボールは 10月 16 日（土）から相馬光陽ソ
フトボール場で開催されます。
　三春町の第１試合の日程は次のとおりですので、皆さんもぜひ応援にお越しください。
　なお、雨天等により試合日程が順延になる場合や新型コロナウイルス感染症の状況により変更になる場合もあり
ますので、詳しくは担当までお問い合わせください。

▼軟式野球
　９月 12日（日）第２試合 10時 30分開始予定
　小野あぶくま球場（小野町）
　対戦相手：飯舘村

▼ソフトボール
　10月 23日（土）第１試合 9時開始予定
　相馬光陽ソフトボール場（相馬市）・Ａグラウンド
　対戦相手：矢吹町と大熊町の勝者

第 15 回市町村対抗福島県軟式野球大会
第８回市町村対抗福島県ソフトボール大会開幕

三春町選手団結団式
　軟式野球選手団大内広信監督（写真左）とソフト
ボール選手団橋本義幸監督（写真右）が決意表明を
行いました。

☆ふるさと選手…他市町村在住者であっても、出身小学校また
　　　　　　　　は中学校の市町村から出場できる選手のこと

背番号
30
10
28
29
1
11
12
17
24
25
27
3
14
0
2
4
5
6
13
15
23
7
8
18
19
20
22
26

位　置
監　督
主　将
コーチ
コーチ
投　手
投　手
投　手
投　手
投　手
投　手
投　手
捕　手
捕　手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手

氏　名
大内　広信
髙野龍之介
渡部　寿夫
渡辺清二郎
新田　　光
山口　賢太
大内　　颯
鴫原　健二
高橋　知大
渡邉　智大
高橋　光祐
鈴木　啓太
國分　楓真
髙野　魁斗
遠藤　駿介
菊地　優太
遠藤　桂太
佐藤　颯音
田中　拳輔
岡本　賢壮
橋本　康幸
田中　輝輔
伊藤　貴之
橋本　広大
飯　　武彦
本田　直也
伊藤　友太
大内　幸博

地　区
永　作
郡山市
桜ヶ丘
桜ヶ丘
下舞木
山　田
貝　山
須賀川市
亀　井
郡山市
新　町
下舞木
田村市
深田和
赤　坂
下舞木
八島台
桜ケ丘
下舞木
八島台
御　祭
下舞木
深田和
中　町
八島台
四反田
山　田
大　町

ふるさと選手

○

○

○

▼軟式野球三春町選手団名簿（敬称略）
背番号
30
31
32
10
11
18
19
32
5
14
25
31
2
3
4
6
9
16
22
24
30
1
7
8
17
21
23

位　置
監　督
コーチ
コーチ
主　将
投　手
投　手
投　手
投　手
捕　手
捕　手
捕　手
捕　手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手

氏　名
橋本　義幸
七海　広一
小山　智幸
柴　　翔太
金澤　和昭
工藤　　廉
吉田　広夢
小山　智幸
大内　　明
橋本　祐哉
佐久間勇紀
七海　広一
伊藤　大樹
内野　雅大
遠藤　睦気
高橋　　毅
菊地　優太
佐藤　翔太
松本　拓海
影山　将大
橋本　義幸
伊藤　貴之
西尾　健太
大内　幸博
渡辺　　任
渡辺　健太
伊藤　　優

地　区
富　沢
鶴蒔田
御　祭
八島台
下舞木
亀　井
鷹　巣
御　祭
御　祭
八島台
下舞木
鶴蒔田
下舞木
下舞木
上舞木
南相馬市
郡山市
鏡石町
鷹　巣
山　田
富　沢
深田和
芦ヶ沢
大　町
富　沢
深田和
平　沢

ふるさと選手

○
○
○

▼ソフトボール三春町選手団名簿（敬称略）
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町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
●熱が出たときは…
まずは かかりつけの病院 に電話し
 ・熱が何度あるか

 ・他に症状はないか（いつからか）

 ・高齢、基礎疾患があるかなどリスク情報

 ・周囲に同じ症状の人がいないか　　　　　　　などを伝えましょう。

発熱時の受診について

☎ ☎

オレンジカフェ☆さくら　（毎月1回木曜日開催）

かかりつけの病院がない方、休日・夜間の場合には

「受診・相談センター」
0120-567-747（24時間対応）

へご連絡ください。

9/22（水）さくらマルシェ開催
午前11時～午後1時  三春病院正面玄関前
　出店：・カフェブリキイヌ（コーヒー、スイーツなど） 

　　　　・さくら工房（おこわ、いなり寿司、季節のお惣菜、シフォンケーキなど）

　　　　・売店みはる（野菜など）　　・野菜販売　　・キッチンほしくま（お弁当）　など

　　　　※感染症の拡大状況により、中止になる場合があります。

感染症拡大のため、
9月のオレンジカフェは
中止といたします。

▼問　73-8180
（総合相談課）
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今
年
度
２
回
目
と
な
る
授
業
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
羽
田
先
生
に
よ
る
英
語
の

授
業
で
し
た
。

　

羽
田
先
生
独
特
の
雰
囲
気
で
、
生
徒
達
も

先
生
方
も
授
業
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
授
業
終
了
後
の
意
見
交
換
で
も
生

徒
達
の
様
子
や
、
授
業
の
構
成
な
ど
教
員
の

観
察
す
る
目
が
よ
り
き
め
細
か
く
（
厳
し
く
）

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
達
と

共
に
学
び
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
授
業
作
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
部
が
県
南
支
部
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

し
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。後
日
、県
大
会
が
行

わ
れ
、
銅
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

支
部
大
会
終
了
直
後
の
生
徒
と
顧
問
の
感

想
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
県
南
支
部
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て
」　

吹
奏
楽
部
部
長　
辺
見　
真
音

　

今
ま
で
田
村
高
校
は
大
編
成
で
の
県
南
支

部
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
で
し
た
が
、
今
回
は
部

員
の
減
少
に
伴
い
、
初
の
小
編
成
で
の
コ
ン

ク
ー
ル
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
練
習
を
し
て
い
た
大
編
成
用
の

曲
を
や
め
て
、
新
た
に
小
編
成
用
の
曲
を
用
意

し
、
短
い
期
間
で
部
員
と
顧
問
の
先
生
で
曲
を

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

短
い
期
間
で
新
た
に
用
意
し
た
曲
を
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
正
直
不
安
な
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
吹
奏
楽
部
一
丸
と
な
っ
て
日
々

の
練
習
に
励
み
、
無
事
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

県
南
支
部
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
全
員
が
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
楽
し
く
演
奏
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演
奏
が
終
わ
っ
た
後
の

達
成
感
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

金
賞
受
賞
で
県
南
代
表
と
し
て
県
大
会
に
出

場
で
き
る
と
結
果
が
出
た
際
に
は
、
部
員
の
皆
、

そ
し
て
先
生
方
と
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

初
の
小
編
成
で
、
県
大
会
出
場
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
県
大
会
で
は
、
県
南
支
部
コ
ン

ク
ー
ル
の
演
奏
よ
り
も
さ
ら
に
上
達
し
た
演
奏

を
し
て
き
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
る
三
春
町

民
の
皆
様
の
思
い
を
胸
に
さ
ら
に
上
の
東
北
大

会
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
初
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

吹
奏
楽
部
顧
問　
遠
藤　
歩

　

部
員
一
人
一
人
が
様
々
な
思
い
を
持
ち
、

全
員
で
『
県
大
会
出
場
』
と
い
う
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る

ま
で
、
自
分
た
ち
で
多
く
の
選
択
を
し
て
、

想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
、
楽
譜
に
色
を
付
け
田

村
高
校
の
吹
奏
楽
部
に
し
か
創
れ
な
い
音
で

音
楽
を
奏
で
て
き
ま
し
た
。
県
南
支
部
代
表

と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て
、
ま
た
三

春
町
民
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
福
島
県
大
会
へ
出
場
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

７
月
15
日
の
午
後
か
ら
７
月
19
日
に
わ
た

り
体
育
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
で
思

い
思
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
、
一
致
団

結
し
、
各
ク
ラ
ス
、
一
生
懸
命
練
習
し
た
成

果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
、
猛
暑
の
中
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対

策
を
徹
底
し
大
き
な
怪
我
や
体
調
不
良
者
も

無
く
、
充
実
し
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
67
㎏
級
が
７
月
25
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
近
内
三
孝
選
手
が
出
場
し
、
見
事
７

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
果
敢
に
戦

い
抜
い
た
姿
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。
そ

の
姿
勢
に
生
徒
達
も
何
か
大
切
な
こ
と
を
感

じ
て
く
れ
た
は
ず
で
す
。
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
白
球
を
追
い
続
け
、
一
球
に
懸

け
て
き
た
生
徒
達
は
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
達
の
こ
れ
か
ら
に
期
待
し
ま
す
。

○
成
績

　

１
回
戦　

シ
ー
ド

　

２
回
戦　

対
喜
多
方
桐
桜　

５
対
２
で
勝
利

　

３
回
戦　

対
福
島
東　
　
　

３
対
６
で
惜
敗

　

７
月
14
日
〜
15
日
、　

松
径
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
に
な
り
、

一
般
公
開
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
生
徒
達
は
そ
れ

ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
ク
ラ
ス
の
発
表
や

文
化
部
の
発
表
・
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
創
造
や
友
情
、
そ
し
て

共
同
し
な
が
ら
継
続
す
る
事
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
、
大
変
有
意
義
な
文
化
祭

と
な
り
ま
し
た
。

☎

◆
授
業
研
究
を
行
い
ま
し
た

◆
野
球
部

　
夏
の
県
大
会
の
成
績
で
す

◆
松
径
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

◆
体
育
大
会
を
行
い
ま
し
た

◆
近
内
三
孝
選
手
７
位
入
賞
！

◆
吹
奏
楽
部　
県
南
支
部
コ
ン

　
ク
ー
ル
で
金
賞
受
賞
！



11
広報みはる
令和３年９月号

広報みはる
令和３年９月号

☎

☎

研究の現場を見てみよう！

コミュタン福島　9月イベント情報
◆4日（土）・5日（日）　 　　引きあって宙に浮く不思議な形をつくろう！
◆11日（土）・12日（日）　　ペーパークイリングにチャレンジしよう！
◆18日（土）　　　　　　　　ドライアイスであそぼう！
◆19日（日）　　　　　　　　コミュタンフェスティバル
◆20日（月）・23日（木）　　ドライアイスであそぼう！
◆25日（土）・26日（日）　　霧箱で放射線の性質を確認しよう！
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映
　　　　　　　　　　　　　　　宇宙138億年の旅、深海（土日祝日のみ）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止することがありますので、予め
　　ご了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。
※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただいております。
※　赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力ください。また、館内ではマスクを着用ください。

　　　　　　環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。今回は国立環境研究所
　　　　　　福島地域協働研究拠点で行っている研究内容について紹介します。

　福島県は県土の約 71％が森林で（三春町は町土の約 32％が森林です）、面積で見ると全国で４番目の広大
な森林を持っていますが、福島第一原子力発電所事故の影響で特に浜通り地域の森林が放射性物質で汚染され
てしまい、管理が難しい状況が続いています。一方、今後の森林資源の利活用に向けた議論も少しずつ始まっ
ており、10年以上手つかずとなっている広大な森林の状況を把握する必要性も高まっています。そのためには、
直接山に入って調べたり、航空撮影でデータを集めたりといった方法が一般的ですが、労力や予算などの問題
が大きな課題となっています。
　そのような状況を踏まえ、私たちは比較的安価なドローン（無人航空機）を用いて、空撮のデータとレーザー
計測で得られた立体的なデータ（３次元点群データと言います）を組み合わせ、コンピュータによる機械学習
技術を活用することにより、ドローンで上空から撮影した森林の画像
中の１本１本の樹木の種類や太さ、材積量などを推定するしくみを開
発中です。針葉樹と比べて季節や樹種によって見た目が変わる広葉樹
の判別がまだ難しく、今年度は広葉樹を中心に精度を高める研究を進
めています。この技術を確立することで、森林への立ち入りを最低限
に留めながら正確かつ安価なデータを集めることができ、今後の森林
資源の利活用に大きく貢献すると考えています。

○ドローンを活用した森林調査

◎ 研究者
　国立研究開発法人国立環境研究所　福島地域協働研究拠点
　地域環境創生研究室　中村　省吾
　福島県に住民票を移してから早５年が経ちましたが、毎年毎季節新しい発見があって楽しい
日々を過ごさせて貰っています。昨秋はコロナ禍の影響もあってあまり出歩けませんでしたが、
今年こそは福島の秋を満喫したいですね。
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　８月２日、「全国中学校体育大会および東北中学校体育大会」へ出場する三春中学校柔道部主将の幕田雄太さん、
大石田青空さん（陸上部 走り幅跳び）、山﨑一檎さん（水泳部 100ｍ自由形・200ｍ自由形）が、三春町役場を訪れ、
全国大会への出場報告を行いました。また、町長からは全国大会における活躍を期待し、激励金が手渡されました。
　８月11日には、三春中学校柔道部
員、大石田さん、山﨑さんが、東北大
会の結果報告を行いました。
　三春中学校柔道部団体は東北大会で
優勝し、大石田さん、山﨑さんは入賞
しました。おめでとうございます。

このコーナーでは、最近行われた行事
や三春ならではのアツい話題などを
ピックアップしてお伝えしています。

　７月 16日、第２保育所にて交通安全教室が開かれました。
　来年４月から小学生になる年長児を中心に、三春町交通教育専門員の方々から指導を受け、通学の練習として実
際に道路に出て道路の歩き方や横断歩道の渡り方を実践しました。

　８月６日、障がい者福祉サービス事業所である桜工房で、パラ
リンピック聖火の種火起こしが行われました。
　パラリンピック聖火は、各都道府県で共生社会への思いが込め
られた火を独自の手法で起こし、東京でひとつにするものです。
　三春町では、竹炭製品を作成している桜工房の窯から、共生社
会の実現を願い、種火を採りました。
　種火は、福島県内の他の種火とひとつになって東京へ送り出さ
れました。

　三春町民体育館が建築における歴史的、文化的価値について認められ、この度DOCOMOMO Japan（ドコモモジャ
パン※）による「日本におけるモダン・ムーブメントの建築 250 選」の１つに選定されました。
　この選定は、装飾ではなく線や面の構成による美学が適用されている、技術の成果がデザインに反映されているなど
の基準に基づいて、日本を代表する建築が選定されるものであり、福島県にお
いては福島県教育会館（福島市）に続いて２つ目の選定となります。
　三春町民体育館は、1978 年に建築され築 43年が経過しますが、今回の
選定を機にさらに町民の皆さんに親しまれるよう、町民体育館の維持管理
に努めてまいります。
※DOCOMOMO Japan（ドコモモジャパン）とは、モダン・ムーブメント（近代
　運動）の推進に寄与した建築の歴史的、文化的重要性を訴え、その記録と
　現存建物の保存に関する活動を展開する国際的学術組織です。

第２保育所にて交通安全教室が開かれました

パラリンピック聖火の種火を起こしました

三春町民体育館　DOCOMOMO Japanによる「日本におけるモダン・ムーブメントの建築 250選」選定

激励金交付式 東北大会結果報告会

全国大会、東北大会へ出場する選手へ激励金をお渡ししました
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　７月20日、「第29回ヤングリーグ夏季大会（硬式野球大会）」

へ出場する金山荒太さん（三春中学校３年生）、先崎響さん（岩江

中学校１年生）が三春町役場を訪れ、全国大会への出場報告

をし、町長から激励金が手渡されました。

　なお、７月24日から行われた大会で2人が所属している南

東北ヤングベースボールクラブは全国第３位となりました。

　７月26日、「全国高等学校総合体育大会」へ出場する田
村高校町内出身者の坪井陽佑さん（ボート部 男子シングル
スカル）、渡邉瞭さん（ウェイトリフティング部 男子55㎏）、
大内大輔さん（ウェイトリフティング部 男子73㎏）、富田
楓芽さん（ウェイトリフティング部 男子89㎏）、五十嵐達也
さん（弓道部）が三春町役場を訪れ、全国大会への出場報
告をしました。また、全国大会における活躍を期待し、町
長から激励金が手渡されました。

　７月29日、「第 56回全国高等学校男子ソフトボール選手権大会」

へ出場する、鈴木陸士さん（郡山北工業高校ソフトボール部）が三

春町役場を訪れ、全国大会への出場報告をしました。また、全国大

会における活躍を期待し、町長から激励金が手渡されました。

　８月１２日、「第38回全日本少年軟式野球大会」へ出場する
渡邊莉央さん（石川義塾中学校野球部）が三春町役場を訪れ、
全国大会への出場報告をしました。
　また、全国大会における活躍を期待し、副町長から激励金が
手渡されました。
　なお、第25回東北学童・少年軟式野球大会、全国中学校体
育大会軟式野球競技東北大会にも出場し、併せて副町長から激
励金が手渡されました。

全国大会へ出場する選手へ激励金をお渡ししました

先崎　響さん (左から２番目 )、金山　荒太さん（左から３番目）

　国分ナツイさんが７月 25 日に満 100 歳を迎えられ、同日自宅

にて賀寿贈呈式が行われました。

　国分さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町か

ら賀寿と祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られました。

　国分さんの長生きの秘訣は、３食しっかり好き嫌いなく食べる

ことと、デイサービスで習った体操を家でもやることだそうです。

　国分さんの益々のご長寿をお祈りします。

▼問　保健福祉課　福祉グループ　☎ 62-3166

国分ナツイさん百歳賀寿おめでとうございます
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　令和３年春の褒章において、三春町消防団赤井幸夫副団長が藍綬褒章を
受章しました。
　８月２日、役場にて伝達式が行われ、赤井幸夫副団長へ中島県中地方振興
局長から章記および褒章の伝達が行われました。
　本来は、皇居にて褒章が伝達され、天皇陛下への拝謁が実施されるとこ
ろではありますが、新型コロナウイルス感染症の感染状況から中止となり、
県からの伝達となりました。
　赤井副団長は、1988 年（昭和 63年）に消防団に入団後、地域の防火・
防災に努め、町に尽力いただいた功績が認められ受章に至りました。受章
おめでとうございます。

祝　赤井幸夫副団長　藍綬褒章を受章！

上段左から石井団長、宮本総務課長
下段左から中島振興局長、赤井副団長、坂本町長

　7月 11、12 日に第 26 回マクドナルドカップ福島県中大
会が富久山スポーツ広場で行われ、福島県大会出場を決めま
した。
　成績は次のとおりです。
　１回戦：三春6 - 4 喜久田イーグルススポ少
　２回戦：三春7 - 5 船引スポ少野球クラブ
　準決勝：三春4 - 1 郡山アスレチックススポ少
　決勝戦は富田エンゼルスと対戦し、7対 7で延長でも決着
がつかず抽選となり、惜しくも準優勝となりました。決勝戦
に進出した 2チームは、9月 18 ～ 20 日に会津支部会場で
行われる福島県大会に出場します。
　三春軟式野球スポーツ少年団では随時、団員を募集してお
り体験会、見学も可能です。旧桜中学校で活動していますの
で、お気軽にご連絡ください。

▼問　橋本　☎ 090-6225-9717

三春軟式野球スポーツ少年団　県大会出場

　このたび、金色有功章（献血回数 100 回）を受章された佐久間文好さんの献
血功労者有功章表彰伝達式が、７月 28日に町長室で行われました。
　佐久間さんには、福島県赤十字血液センターから表彰状と記念品、町からは
記念品が贈呈されました。
　佐久間さんからは「人のためになると思い、献血を続けてきました。引き続
き 200 回を目指したい。」とのお話がありました。
　献血にご協力いただき、ありがとうございました。

　8月 4日、個人県民税賦課徴収の優良市町村として三春町が選ばれ、福島県
知事から感謝状が贈呈されました。今回で、8年連続の受賞となりました。
　町民の皆様のご協力に心より感謝申し上げます。
※県では、県税納税について功績のあった個人・団体に対し、知事感謝状を
　贈呈しています。

献血功労者有功章表彰伝達式

知事感謝状を受贈
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

三春交流館運営協会自主事業

　チャイコフスキー、ショパンの二大
国際コンクールに入賞した唯一の日本
人演奏家である小山実稚恵さんによる
ピアノリサイタルです。小山さんは音
楽情報誌「音楽の友」８月号で表紙を
飾られました。大注目のピアニスト小
山実稚恵さんの演奏を是非ご堪能くだ
さい。

○開催日時
　9月 12日（日）
　午後 2時開演（午後 1時開場）

○前売り券：全席指定
　　　　　　・一般　　　3,000 円
　　　　　　・高校生以下 1,500 円
　※当日券は 500 円増となります。
　　前売りで完売の場合は、当日券の販売はありません。

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62 - 3837

小山実稚恵ピアノリサイタル ～好評発売中～

自然観察ステーション 9月のイベント情報

☎

※星を見る会については、天候不良（曇天、風雨、雷など）の時は中止とな
　る場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントは中止となる場合が
　ございますので、詳細はお問い合わせください。

　秋の天体の観察をします。
▶ 日　　時　 9月 10日（金）・18日（土）
　　　　　　 午後7時～9時
▶ 集合場所　 ステーション天文台
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円

★ 星を見る会

　粘土で遊ぼう！（子ども向け）
▶ 日　　時　 9月 25日（土）
　　　　　　 午前9時～正午
▶ 集合場所　 ステーション研修室
▶ 持 参 品　よごれてもよい服装
▶ 参 加 費　 材料費実費
　　　　　　  １人 500 円

★ 陶芸教室
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M-NAVI 交流館NEWS
9月のイベント情報

☎

　2021 年は、東日本大震災および福島第一原発事故から 10年目となります。そこで、この災害を体験した世代
のアーティストたちが後世に遺し伝えていきたい記憶とメッセージを、アート作品により届ける目的でアートプロ
ジェクト「FUKUSHIMAの記憶展 2021」を開催します。
　シンポジストとして、三春町在住の石田智子氏が参加します。

◯ FUKUSHIMAの記憶展2021　※入場無料
　・期日　9月 8日（水）～ 9月 12日（日）の 5日間
　　　　　午前 9時～午後 6時（最終日：午後 4時まで）
　・会場　とうほう・みんなの文化センター（福島県文化センター）
　　　　　3階展示室
◯シンポジュウム：テーマ　『不穏な時代の芸術活動』
　・期日　9月 11日（土）
　・時間　午後 2時から
　・会場　同センター 1階　視聴覚室
　　※予約不要、先着 80名
　　　　　　　　▼問　中村邦夫　☎ 62-1267

第2回 FUKUSHIMAの記憶展2021について

13:30～
まほらホール

入場無料　自由席
公益財団法人さわやか福祉財団、岡野貴代氏による「地域の
支え合い」についての講演会を行います。

講演会　みんなで支え合うまちづくり　～支えられる立場から支える立場に～　【保健福祉課介護保険グループ:62-3166】

28日（火）

10:00～11:30
まほらホール

入場無料　自由席
会津大学短期大学部食物栄養学科教授、福島県栄養士会会
長の鈴木秀子氏による健康づくり講演会を行います。

健康づくり講演会　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　 【保健福祉課保健医療グループ:62-5110】
9月／
29日（水）

小山実稚恵ピアノリサイタル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    【三春交流館運営協会:62-3837】
9月／
12日（日）

開演14:00～（開場13:00）
まほらホール　指定席

一般3,000円／高校生以下1,500円
(当日各500円増)

※開催延期となりました。詳細は決まり次第
　町ホームページ等でお知らせします。

シアターオーケストラトーキョーの首席奏者佐藤秀徳氏を
迎え、三春中学校吹奏楽部と田村高校吹奏楽部のジョイン
トコンサートを行います。

10:00～12:00
まほらホール

会員制　会員以外3,400円
指定席

こま名人がやってくる!!日本独楽博物館の藤田館長による「こ
ま」のパフォーマンスとワークショップです。体験用のこまは
無料貸与。当日から会員になることができます。４歳以上１人
月会費800円、入会金200円。３歳以下無料。

人気・実力ともに日本を代表するピアニスト小山実稚恵さん
によるピアノリサイタルです。音楽情報誌「音楽の友」８月号で
表紙を飾られるなど、大注目のピアニスト小山実稚恵さんの
演奏を是非ご堪能下さい。

磐州市「秋祭り市」　　 　　　　　　　　　　　　　　　　  　         【三春磐州市実行委員会(橋本紀子):62-5757】

三春おやこ劇場第58回鑑賞例会「こまのおっちゃんのこまのサーカス」         　　　　   【三春おやこ劇場:62-4693】

9月／
18日（土）

11:00～13:00
交流広場

地元の農産物や商店の特売品など、いろいろなお店が出ます
ので、ぜひお越しください。

まほらミュージックプロジェクト事業　　　　　　　　　　　　　　　　  【三春交流館「まほら」:62-3837】
「佐藤秀徳トリオwith工藤精　三春中学校吹奏楽部　田村高等学校吹奏楽部ジョイントコンサート」
9月／
4日（土）※

9月／
26日（日）
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趣
味
・
教
養

〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉
対　象行　事 日　時 場　所

9月14日（火）　午前11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）
3～4か月児 令和3年5月11日

～6月10日生まれ
母子手帳、問診票、子どもノート、大きめの
バスタオル

9月14日（火）
個別に案内 三春町保健センター

9～10か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル令和2年11月1日
～11月30日生まれ

9月22日（水）
個別に案内 町立三春病院

1歳6か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、タオル、
歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、コップ

令和2年1月26日
～3月5日生まれ

9月16日（木）
個別に案内 三春町保健センター

3歳6か月児 母子手帳、問診票、尿、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、コップ

平成30年3月1日
～4月4日生まれ

9月15日（水）
個別に案内 三春町保健センター

　※今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更になる場合があります。

図書館・児童生活センター・子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします

〈子育て支援センター　☎ 62-0555〉
★開館日 : 火曜日～金曜日
★利用時間 : 午前 9時～午後4時 30分
★土曜日の自由来館の場所については、子育て支援センターにお問い合わせください。

行　事 日　時 場　所 内　容

就学前の9月生まれ
のお子さんと保護者

内　容：手作りの誕生カードを準備していますので、身長・体重を
　　　 記入したり、手形を押したりして仕上げていきます。
　　　 ※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので
　　　 予約をお願いします。

お誕生会
9月生まれ（要予約）

９月30日（木）
午前11時30分～
11時45分
申込期限9月22日（水）

0歳～2歳位までの
お子さんと保護者

内　容：体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
　　　 時間を持ってみませんか。離乳食講座の時間があります。
　　　 栄養士さんから具体的に話が聞けます。
持ち物：母子手帳・バスタオルをご持参ください。

のびのびの日 ９月24日（金）
午前10時～正午

子育て
支援センター

内　容：保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” ９月２日（木）午前11時30分から
就学前のお子さん
と保護者

内　容：季節のせいさくを親子で自由につくって持ち帰ります。たのしいせいさく ９月17日（金） 就学前のお子さん
と保護者

内　容：運動指導士の方と一緒に親子で楽しく体を使った遊びを
　　　 します。
持ち物：水分補給の為、水またはお茶をご持参ください。

おやこ運動遊び教室
９月８日（水）
10時15分～11時30分
申込期限9月4日（土）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

図書館のスタッフがきてたのしいお話をします。出前おはなし会 ９月15日（水）
午前11時～11時15分

就学前のお子さん
と保護者

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

日　時 場　所 内　容

９月４日（土）
午前10時～11時
申込期限9月2日（木）

内　容 ： 「ゴム跳び」
　　　　ゴム跳びには、色々な飛び方があるのを知っていますか？
　　　　しょうめんとび・はさみとび・女とびなど色々な飛び方
　　　　に挑戦してゴム跳びを楽しもう！！
参加料：100円
持ち物：うわばき・汗拭きタオル・着替え・水筒
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラブへ
　　　　参加料を添えてお申し込みください。
　　　　欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

体育館で
体をうごかそう 御木沢小体育館

９月18日（土）
午前10時～11時30分
申込期限9月7日（火）

内　容：絵本・紙芝居の読み聞かせ、ビデオ上映
参加料：無料
対　象：幼児・児童・保護者　※幼児は保護者同伴でお願いします。
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へお申し込みください。

ミニシアター 三春小
わんぱくクラブ室

９月２５日（土）
午前９時～正午
午前８時30分集合
申込期限9月9日（木）

内　容 ： 「陶芸教室」
　　　　バスで自然観察ステーションに行きます。粘土をこねて、
　　　　手で伸ばして、自分だけの作品を作ろう！！
参加料：500円（申し込み後の返金はできません）
持ち物：タオル・水筒・帽子
対　象：小学生
その他：汚れても良い服装で参加してください。
　　　　作品は、約１カ月後に手元に届きます。
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へ参加料を添えて
　　　　お申し込みください。
　　　　欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

理科クラブ 三春小
わんぱくクラブ室
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等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物

○
ス
タ
ッ
フ

　

助
産
師
、
保
健
師
、
保
育
士

○
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、
９
月
７
日

　
（
火
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ

　

電
話
か
子
育
て
ア
プ
リ
「
母
子

　

モ
」
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

　

や
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
健
康
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

令
和
３
年
度

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

「
里
親
入
門
講
座　
〜
あ
た
ら
し
い

き
ず
な
〜
」
の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

○
日
時

　

10
月
19
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所

　

郡
山
合
同
庁
舎

　

仮
設
庁
舎
２
階　

第
１
会
議
室

○
対
象

　

里
親
制
度
や
子
ど
も
の
福
祉
に

　

つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

子
育
て
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
等
を
、
専
門
家
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
日
の
２
日
前
ま

で（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
ま
で
）

に
子
育
て
支
援
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
完
全
予
約

制
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
保
健
師
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

○
場
所

　

役
場
庁
舎
１
階　

相
談
室

○
お
願
い

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

　

感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

合
や
、
発
熱
、
喉
の
痛
み
、
頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
親
子

○
定
員　
20
名

○
内
容

　

里
親
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

　
（
１
）「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
里

　
　
　

 

親
制
度
」（
講
義
）　

児
童

　
　
　

 

相
談
所
所
長

　
（
２
）
養
育
里
親
に
よ
る
体
験
談

　
　
　

 

里
親
と
児
童
相
談
所
職
員

　
　
　

 

の
対
談

○
申
込
受
付
期
間

　

10
月
12
日
（
火
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
で

　
　

き
ま
す

▼
問
・
申
込

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
０
６
１
１

　

℻
０
２
４
‐
９
３
５
‐
０
６
１
８

　

E-m
ail　

kentyuu.jisou@
pref.

　

fukushim
a.lg.jp

令
和
３
年
度

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

「
里
親
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

○
日
時

　

11
月
２
日
（
火
）

　

※
一
組
あ
た
り
１
時
間
程
度

○
場
所

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　
（
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１

　

合
同
庁
舎
南
分
庁
舎
１
階
）

○
対
象

　

里
親
（
養
育
里
親
、
養
子
縁
組

　

里
親
）
に
つ
い
て
個
別
に
相
談

　

し
た
い
方

○
定
員

　

５
組
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

　

は
別
途
日
程
を
相
談
で
き
ま
す
）

○
内
容

　

養
育
里
親
、
養
子
縁
組
里
親
に

　

つ
い
て
の
相
談
、
申
請
の
説
明

　

等
の
個
別
相
談

○
申
込
受
付
期
間

　

10
月
26
日（
火
）ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
で

　
　

き
ま
す

▼
問
・
申
込

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
０
６
１
１

　

℻
０
２
４
‐
９
３
５
‐
０
６
１
８

　

E-m
ail　

kentyuu.jisou@
pref.

　

fukushim
a.lg.jp

①13:10～14：10
②14:30～15：30
① 9:10～10：10
②10:30～11：30

① 9:10～10：10
②10:30～11：30

①13:10～14:10
②14:30～15:30

時　間

横山美香先生

久保木優紀先生

久保木優紀先生

横山美香先生

公認心理師

10月22日㈮

10月 7日㈭

9月17日㈮

9月 2日㈭

開催日
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令和３年９月号

子
ど
も
・
親
子

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に

つ
い
て

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
、

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務

手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年

金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

◯
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

　
る
方

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

　
い
る
方

　

・
65
歳
以
上

　

・
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税

　

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得

　
　

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

◯
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

　

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万

　
　

円
以
下

請
求
手
続
き

◯
新
た
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
け

　
る
方

　
　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本

　

年
金
機
構
か
ら
８
月
下
旬
よ
り
、

　

請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を

　

送
付
し
ま
す
。

　
　

同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活

　

者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記

　

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
令

　

和
４
年
１
月
４
日
ま
で
に
請
求

　

手
続
き
が
完
了
し
ま
す
と
、
令

　

和
３
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

　

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
・

幼
稚
園
等
の
入
所
申
込
書
を
配
布

し
ま
す

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
保
育

所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等

へ
の
入
所
を
希
望
す
る
方
に
入
所

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
に
つ
い
て
の
詳
し

い
情
報
は
、
配
布
す
る
入
所
申
込
案

内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
広
報
み
は

る
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
配
布
予
定

　

９
月
29
日
（
水
）
か
ら

○
配
布
場
所

 

・
基
本
的
に
各
保
育
所
、
各
幼
稚

　

園
な
ど
第
一
希
望
の
施
設
で
受

　

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

・
三
春
幼
保
園
、
Ｌ
‐
ｋ
ｉ
ｄ
’
ｓ

　

保
育
園
三
春
以
外
の
町
立
施
設

　

の
入
所
申
込
書
は
、
子
育
て
支

　

援
課
（
役
場
庁
舎
１
階
）
で
も

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
受
付
期
間

　

10
月
１
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

　

※
土
日
を
除
く

○
注
意
事
項 

 

・
申
込
受
付
期
間
よ
り
前
に
お
持
ち

　

い
た
だ
い
て
も
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

 

・
就
労
証
明
書
（
証
明
日
が
10
月

　

１
日
以
降
）
な
ど
の
添
付
書
類

　

の
手
配
に
お
時
間
が
か
か
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

　

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
三
春
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

　

る
方
で
、
三
春
町
外
の
保
育
所

　

に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
申

　

込
期
間
内
に
三
春
町
に
申
込
書

　

を
提
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

・
三
春
幼
保
園
、
Ｌ
‐
ｋ
ｉ
ｄ
’
ｓ

　

保
育
園
三
春
が
第
１
希
望
の
方

　

は
、
入
所
申
込
書
の
受
け
取
り
、

　

提
出
も
各
施
設
に
な
り
ま
す
。

 

・
令
和
３
年
度
に
保
留
通
知
を
受

　

け
取
っ
て
、
空
き
待
ち
を
さ
れ

　

て
い
る
方
も
新
た
に
申
し
込
み

　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
問

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

震
災
等
で
三
春
町
に
避
難
し
て
い

る
児
童
の
小
学
校
入
学
に
つ
い
て

　

次
の
①
か
ら
③
す
べ
て
に
該
当

す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
就
学
時
健
康
診
断
が

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り

　

三
春
町
に
避
難
し
て
い
る
。

②
三
春
町
に
住
民
登
録
が
な
い
。

③
来
年
４
月
に
三
春
町
立
小
学
校

　

へ
の
入
学
を
希
望
し
て
い
る
。

▼
問

　

教
育
課　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
６
３
１
０

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
に

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
取
れ
る
年
金
）
の
受
取
額

が
低
く
な
り
ま
す
。（
学
生
納
付

特
例
、
納
付
猶
予
が
該
当
に
な
っ

た
期
間
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。）

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
納

付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、

所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
追
納
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
追
納
で
き
る
の
は
10

年
以
内
の
免
除
等
期
間
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
免
除
等
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の

追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

　

追
納
は
、
原
則
古
い
月
の
も
の

か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

　

を
お
手
元
に
ご
用
意
の
う
え
、

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

　

と
が
出
来
る
方
は
、
追
納
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
問

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

年　
金

◯
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ

　

て
年
金
事
務
所
等
で
請
求
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◯
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

　

か
ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族

　

構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・

　

暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

　

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問

　

日
本
年
金
機
構

　
『
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』

　

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
４
０
９
２

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

令
和
３
年
度
敬
老
会
に
つ
い
て

　

９
月
20
日
（
月
）
は
、
敬
老
の

日
で
す
。
ご
長
寿
の
皆
様
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

毎
年
、敬
老
の
日
を
中
心
に
町
内

各
地
に
お
い
て
、
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、本
年
も
昨
年
同

様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
式
典
や
余

興
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
祝
品
や
祝
金
の
贈
呈
は
、

昨
年
同
様
に
行
い
ま
す
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

暮
ら
し

年　

金

暮
ら
し
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令
和
３
年
度　

奨
学
金

返
還
支
援
事
業

　

町
で
は
、
将
来
を
担

う
若
者
の
定
住
促
進
を
目
的
と
し

て
、
町
に
定
住
し
て
就
業
す
る
方

の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
条
件

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が

　
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

・
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
、

　
　

そ
の
返
還
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　

・
奨
学
金
の
返
還
に
際
し
、
他

　
　

か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
な

　
　

い
こ
と
。

　

・
町
内
に
住
民
登
録
を
し
、
継
続

　
　

し
て
町
内
に
定
住
す
る
こ
と
。

　

・
正
規
雇
用
に
よ
り
就
業
し
、継

　
　

続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
（
た
だ
し
、
公
務
員
を
除
く
。）

　

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
助
成
金
の
対
象
期
間
お
よ
び
助

　
成
額

　

・
助
成
金
の
対
象
期
間
は
、
町

　
　

内
に
住
民
登
録
を
行
っ
た
日

　
　

以
降
の
奨
学
金
を
返
還
す
る

　
　

期
間
で
、
最
長
96
月
分
を
対

　
　

象
と
し
ま
す
。

　

・
助
成
金
の
交
付
は
、
年
度
ご

　
　

と
に
行
い
ま
す
。
申
請
が
あ
っ

　
　

た
年
度
内
に
返
還
し
た
奨
学
金

　
　

の
額〔
※
最
大
18
万
円（
交
付
額

　
　

の
う
ち
15
％
は
、
協
同
組
合
み

　
　

は
る
ス
タ
ン
プ
会
が
発
行
す

　
　

る
商
品
券
）〕を
助
成
し
ま
す
。

　

※
た
だ
し
、
予
算
額
を
超
え
る

　
　

申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
助
成

　
　

額
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

　
　

り
ま
す
。

○
申
請
方
法

　
　

令
和
３
年
度
の
申
請
を
さ
れ

　

る
方
は
、
10
月
29
日
（
金
）
ま

　

で
に
、
次
の
必
要
書
類
を
用
意

　

し
、
役
場
庁
舎
２
階
企
画
政
策

　

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、
様
式
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　

・
助
成
金
交
付
申
請
書

　
　
（
様
式
第
１
号
）

　

・
住
民
票
の
写
し
（
※
同
意
書

　
　

を
提
出
し
た
方
は
除
き
ま
す
）

　

・
奨
学
金
の
１
年
間
の
返
還
金

　
　

相
当
額
が
わ
か
る
書
類

　

・
誓
約
書
兼
同
意
書

　
　
（
様
式
第
２
号
）

▼
問

　

企
画
政
策
課

　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
２
２

電
話
に
よ
る
登
記
手
続
案
内
の

事
前
予
約
に
つ
い
て

　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
登
記
手
続
案
内
に
つ
い
て
、

当
分
の
間
、
電
話
に
よ
る
対
応
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
記
手
続
案
内
は
完
全

予
約
制
で
す
の
で
、
利
用
を
希
望

さ
れ
る
お
客
様
は
事
前
に
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
登
記
手
続
案
内
と
は

　
　

申
請
書
の
書
き
方
、
必
要
な

　

書
類
等
に
つ
い
て
の
一
般
的
な

　

説
明
を
行
う
こ
と
で
す
。
事
前

　

の
審
査
や
法
的
判
断
の
助
言
は

　

行
い
ま
せ
ん
。

◯
予
約
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
問
・
予
約

　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　

☎
０
２
４
‐
９
６
２
‐
４
５
０
５

※
会
社
・
法
人
に
関
す
る
手
続
案
内

　

は
、
福
島
地
方
法
務
局

　
（
☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
１
９
０
４
）

　

で
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。

「
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
」
の
ご

案
内
に
つ
い
て

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

解
決
で
き
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相

談
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◯
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　

理
財
課

◯
受
付
時
間
（
平
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
問

　

多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用

　

☎
０
２
４
‐
５
３
３
‐
０
０
６
４

「
出
前
講
座
」
の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆
様

に
向
け
、
金
融
や
国
の
財
政
な
ど

を
テ
ー
マ
に
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
費
用
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　

総
務
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
０
３
０
１

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

運
用
状
況

　

令
和
２
年
度
の
運
用
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
情
報
公
開
制
度
と
は
？

　
　

情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
政

　

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め

　

る
た
め
、
三
春
町
が
保
有
す
る

　

行
政
情
報
に
つ
い
て
、
み
な
さ

　

ん
か
ら
の
請
求
を
受
け
て
、
公

　

文
書
の
閲
覧
や
写
し
を
交
付
す

　

る
制
度
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

　
　

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
、

　

個
人
情
報
を
適
正
に
取
扱
う
と

　

と
も
に
、
三
春
町
が
保
有
す
る

　

個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
等
を

　

請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
制

　

度
で
す
。
ど
な
た
で
も
自
分
の

　

情
報
に
つ
い
て
請
求
で
き
ま
す
。

▼
問

　

総
務
課　

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
５

令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
20

日
を
基
準
と
し
て
社
会
生
活
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
が

一
日
の
う
ち
ど
の
く
ら
い
の
時
間

を
仕
事
、
家
事
、
地
域
で
の
活
動

な
ど
に
費
や
し
て
い
る
か
、
過
去

一
年
間
の
自
由
時
間
に
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調

査
し
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推

進
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
政

策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
調
査
で
す
。

　

10
月
上
旬
に
調
査
員
が
調
査
を

お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

総
務
課　

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
５

三
春
大
神
宮
祭
礼
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
三
春
大
神
宮
祭
礼

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
町

内
を
練
り
歩
く
「
渡
御
・
還
御
」
は
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問

　

三
春
町
明
る
い
祭
礼
推
進
委
員

　

会
事
務
局
（
産
業
課　

商
工
観

　

光
グ
ル
ー
プ
）

　

☎
62
‐
３
９
６
０

実施機関 開示請求 結　果
開示 部分開示 不存在 不開示 その他

町長
議会
教育委員会

○公文書開示請求 単位：件

単位：件○自己情報開示請求

15
０
１

11
０
０

３
０
１

１
０
０

０
０
０

０
０
０

実施機関 開示請求 結　果
開示 部分開示 不存在 不開示

町長 2 2 0 0 0
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水
道
の
お
知
ら
せ

○
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
９
月
の
検
針
と
し
て
、
検

針
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
能
率
的

に
検
針
で
き
る
よ
う
、
次
の
点
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

 
・
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

○
水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本

料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ
ら

ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料
金

は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い
た
だ
く

料
金
で
す
。
納
期
限
は
、
現
金
払

い
は
奇
数
月
の
月
末
、
口
座
振
替

の
場
合
は
、
奇
数
月
の
25
日
で
す
。

○
水
道
料
金
の
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
す
る
と
、
ご
指
定
の
預
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
各
取
扱
金
融
機

関
へ
、
金
融
機
関
届
出
印
鑑
と
通

帳
を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

福
島
さ
く
ら
農
協
・
東
邦
銀
行
・

　

大
東
銀
行
・
福
島
銀
行
・
郡
山

　

信
用
金
庫
・
東
北
労
働
金
庫
各

　

本
支
店
、
郵
便
局

▼
問

　

三
春
町
企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

○
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

　

交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
交
換
に
該
当
す
る
お
宅

に
次
の
公
認
業
者
が
う
か
が
い
、

交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備

　

本
田
設
備
工
業
（
株
）

　
（
有
）
柳
沼
設
備

　

吉
村
管
工
所

　

神
設
備

　
（
株
）
三
立
設
備

○
交
換
手
数
料　
無
料

　

※
交
換
業
者
が
料
金
を
請
求
す

　
　

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問

　

三
春
町
企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

河野広中伝　５

戊辰戦争時に河野広中が着ていた陣羽織

　慶応４（明治元）年7月26日昼近く、三春城下には、官軍が来たことを知らせる太鼓が鳴り響き、大変な騒ぎになり
ました。三春藩の降伏は前日まで決まっておらず、ようやくこの日に成立します（無血入城は27日）。戊辰戦争で、三春
藩は奥羽越列藩同盟に参加しながら裏切ったとされますが、大火事や飢饉からようやく立ち直った町内の人々からすると、
武士の都合による戦いに巻き込まれたくはなかったでしょう。
　この時、官軍へ直接降伏を訴えに出向いたグループがありました。それが、広中の兄である河野広胖・影山正博・安積
儀作らでした。彼らは、三春藩が降伏する手助けを、参謀・板垣退助らに頼もうとしたのです。
　彼らはなぜ、官軍に降伏すべきと考えたのでしょうか。その答えの一つは、広中を始め
このグループの人々が触れていた、尊王攘夷思想にあります。この思想は、天皇を重んじ、
開国を迫る外国の人々を追い出せというものです。幕府が外国船を拒絶しないのに業を煮
やし、尊王攘夷派の水戸藩士が起こした「天狗党の乱」は有名ですが、この時に水戸藩
を追われ三春に隠れた人がおり、中でも野口友太郎・勝一親子は広中らの身近に匿われ
ていたため、直接話を聞くこともあったでしょう。その結果、天皇を奉じる官軍に従った
方がいい、ということになっていくのです。
　実は三春藩は、天狗党の乱の際、幕府から日光山警護を命じられ、戦闘準備もままな
らないほどの負担があったことが無血開城の一因となります。そしてまた、尊王攘夷思想
を産み出すもとになる水戸藩の儒学者・立原翠軒の師は、三春出身の儒学者・大内熊耳

ききん

ひろやす

そんのうじょうい  し そう

でした。その思想は、三春藩の儒学者にも影響を与えます。このような中で培われた人脈
が、後に広中が自由民権運動に傾倒していくときに、大きな力となるのです。

う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク

２
０
２
１
三
春
大
会
開
催
中
止
に

つ
い
て

　

９
月
11
日
（
土
）
に
三
春
町
で

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク

２
０
２
１
三
春
大
会
に
つ
い
て
、

福
島
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
開
催
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

▼
問

　

福
島
民
友
新
聞
社

　

営
業
局
事
業
部

　

☎
０
２
４
‐
５
２
３
‐
１
３
３
４

三
春
町
民
体
育
館
の
臨
時
休
館
に

つ
い
て

　

三
春
町
民
体
育
館
の
改
修
工
事

の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時
休
館

と
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
体
育
施
設
全
休
館

　

10
月
25
日（
月
）〜
10
月
28
日（
木
）

　
　

・
対
象
施
設

　
　
　

町
民
体
育
館
、
運
動
場
、

　
　
　

野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

　
　
　

談
話
室

◯
町
民
体
育
館
の
み
休
館

　

10
月
29
日（
金
）〜
11
月
５
日（
金
）

▼
問

　

三
春
町
民
体
育
館

　

☎
62
‐
６
２
１
２

‐
２
５
０
０
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井
戸
水
の
水
質
検
査
を

し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
井
戸
水
・
引

き
水
を
利
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん

が
、
衛
生
的
で
安
全
な
飲
料
水
を

飲
用
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
よ
り
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
に
よ
る

申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
検
査
方
法

　

申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
町
か

ら
検
査
機
関
名
お
よ
び
採
水
日
を

文
書
に
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

検
査
機
関
が
ご
自
宅
を
訪
問
し

て
蛇
口
な
ど
か
ら
採
水
し
、
検
査

結
果
が
分
か
り
次
第
、
検
査
機
関

よ
り
直
接
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
料
金
の
お
支
払
い

は
、
採
水
時
に
直
接
検
査
機
関
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

○
放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

　

現
在
、
県
が
飲
用
井
戸
水
の
放

射
性
物
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

（
検
査
料
金
無
料
）。
町
で
検
体
を

取
り
ま
と
め
て
県
に
依
頼
し
ま
す

の
で
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
左
記
担
当
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
給
水
区
域
以
外
の
地
域
な
ど
で

　

使
用
し
て
い
る
井
戸
が
枯
れ
る
な

　

ど
し
て
、
新
た
に
井
戸
を
掘
り

　

直
す
場
合
に
、
町
は
工
事
費
の

　

一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て

　

い
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
に
は
要

　

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

令
和
３
年
三
春
町
議
会
定
例
会

９
月
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

○
９
月
会
議
開
催
時
期
（
予
定
）

　

９
月
３
日
（
金
）
〜
14
日
（
火
）

 

・
会
議
の
詳
し
い
日
程
は
、
９
月

　

２
日
（
木
）
の
新
聞
折
込
み
お

　

よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

 

・
一
般
質
問
は
９
月
４
日
（
土
）

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
般
質

　

問
の
様
子
は
、
役
場
庁
舎
３
階

　

議
場
お
よ
び
２
階
桜
ホ
ー
ル
に

　

て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
に

　

お
越
し
の
際
は
、
感
染
予
防
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、
硝酸態窒素および亜硝酸態窒素、
塩化物イオン、有機物（TOC）、pH値、
味、臭気、色度、濁度

検　査　項　目

検査料金（税込み）

7,700円

▼
問

　

議
会
事
務
局

　

☎
62
‐
８
１
２
４

　

℻
61
‐
２
３
１
０

動
物
愛
護
週
間
に
つ
い
て

　

９
月
20
日（
月
）か
ら
26
日（
日
）

は
動
物
愛
護
週
間
で
す
。
動
物
は
、

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
最
期
ま
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

○
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登
録

　

と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
受
け
さ
せ
、
鑑
札
と
注
射
済

　

票
は
、
犬
の
首
輪
等
に
必
ず
つ

　

け
ま
し
ょ
う
。

○
飼
い
犬
を
迷
子
に
さ
せ
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

　

・
リ
ー
ド
や
首
輪
の
点
検
を
定

　
　

期
的
に
行
い
、
万
が
一
の
た
め

　
　

に
迷
子
札
も
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
散
歩
の
際
は
、
必
ず
リ
ー

　
ド
を
つ
け
、
フ
ン
は
持
ち
帰
り

　
ま
し
ょ
う
。

○
日
常
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、

　

正
し
い
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

猫
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

○
猫
は
「
室
内
飼
い
」
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

・
交
通
事
故
、
病
気
、
迷
子
、

　
　

近
隣
へ
の
フ
ン
尿
の
被
害
を

　
　

防
ぐ
た
め
、
ま
た
災
害
時
に

　
　

同
行
避
難
が
で
き
る
よ
う
に

　
　

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
い
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き

　

の
た
め
に
、
迷
子
札
を
つ
け
ま

　

し
ょ
う
。

○
野
良
猫
に
餌
を
与
え
た
結
果
、

　

不
幸
な
子
猫
が
生
ま
れ
る
ケ
ー

　

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、「
子
供

と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保
」、「
夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
交
通
事
故
防
止
と
歩
行
者

等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転
意
識
の

向
上
」「
自
転
車
の
安
全
確
保
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
」「
飲

酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
根
絶
」
の
４
点
を
運
動
の
重
点

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
今
一
度
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
つ
い

て
考
え
、
三
春
町
か
ら
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

総
務
課

　

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
１
４

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
就
職
が
決
ま
ら
ず

に
落
ち
込
ん
で
い
る
方
へ
、
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
心
の
ケ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

○
相
談
日

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
〜
５
時

　
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
除
く
）

○
相
談
時
間　
１
回
45
分

　
（
相
談
回
数
は
原
則
３
回
ま
で
）

▼
問
・
申
込

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

　

セ
ン
タ
ー
郡
山
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
２
５
‐
０
８
１
１

　

・
野
良
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る

　
　
方
は
、そ
の
猫
の
管
理
者
（
飼

　
　
育
者
）
と
な
り
ま
す
。

　
　
猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け

　
　
さ
せ
、
フ
ン
尿
の
後
始
末
は

　
　
管
理
者
が
責
任
を
持
っ
て
行

　
　
い
、
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け

　
　
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
幸
な
子
犬
や
子
猫
を
増
や
さ

　
な
い
た
め
に
、
不
妊
去
勢
手
術

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
ペ
ッ
ト
用
の
避
難
用
品
（
キ
ャ

　
リ
ー
バ
ッ
グ
、
フ
ー
ド
、
水
、

　
ト
イ
レ
用
品
な
ど
）
を
平
常
時

　
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
飼
犬
・
飼
猫
が
逃
げ
て
し
ま
っ

　
た
ら
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、

　
市
町
村
役
場
、
警
察
等
へ
す
ぐ

　
に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
新
し
い
飼
い
主
さ
ん
を
募
集
し

　
て
い
ま
す
。

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

　

護
さ
れ
た
犬
や
猫
を
愛
情
と
責

　

任
を
持
っ
て
飼
養
で
き
る
方
へ

　

譲
渡
し
て
い
ま
す
。
譲
渡
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
動
物
愛
護
セ

　

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
‐
９
５
３
‐
６
４
０
０

令
和
３
年
秋
の
全
国
交
通
安
全

　
　
　
　
　

運
動
が
行
わ
れ
ま
す

　

９
月
21
日（
火
）か
ら
30
日（
木
）

ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
運
動
で
は
、「
安
全
は 

気
配

り 

目
く
ば
り 

思
い
や
り
」
を
運



23
広報みはる
令和３年９月号

広報みはる
令和３年９月号

新
規
就
農
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　

県
中
地
方
が
一
体
と
な
り
、
新

規
就
農
希
望
者
を
対
象
と
し
た
相

談
会
「
ふ
く
し
ま
・
ど
・
真
ん
中

就
農
促
進
フ
ェ
ア
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
農
業
を
仕
事
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付
開
始
10
時
30
分
・
受
付

　

終
了
午
後
３
時
）

○
場
所

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
内
容

　

市
町
村
等
に
よ
る
就
農
支
援
・

　

相
談
ブ
ー
ス
お
よ
び
農
業
法
人
等

　

に
よ
る
求
人
募
集
・
雇
用
相
談

　

ブ
ー
ス
を
設
け
、
就
農
支
援
情

　

報
、
求
人
情
報
等
を
紹
介
す
る

○
対
象
者

　

新
規
就
農
に
興
味
の
あ
る
方

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
方
法

　
・
事
前
予
約（
受
付
優
先
）ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

・
当
日
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問

　

福
島
県
県
中
農
林
事
務
所

　

農
業
振
興
普
及
部

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
３
１
０

暮
ら
し

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト

は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『どうぶつせんきょ』
アンドレ・ホドリゲスほか／作

ほるぷ出版
『世界の天変地異』

マッティン・ヘードベリ／著
日経ナショナル・ジオグラフィック社

　森の王さまだったライオン
が、水をひとりじめしてプール
をつくり、みんなはカンカンで
す。フクロウの助言で、はじめ
てのせんきょをすることになり
ました。
　あなたなら、どのどうぶつに
１ぴょうをいれますか。

　異常気象はなぜ起こるの
か？気候と世界の天候はどの
ように関係しているのか？気
象学者がわかりやすく解説！
漫画や映画で見るような、し
かし本当にあった驚くべき危
機的状況を、臨場感あふれる
写真で伝えます。

星
に
祈
る
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）／
う
ら
ん
ぼ
ん
の
夜
（
川
瀬
七
緒
）／
緊
急
事
態
下

の
物
語（
尾
崎
世
界
観・金
原
ひ
と
み
他
）／
雨
の
日
は
、一
回
休
み（
坂
井
希
久
子
）

／
２
０
２
０
年
の
恋
人
た
ち
（
島
本
理
生
）／
さ
よ
な
ら
の
向
う
側
（
清
水
晴
木
）

／
黄
金
風
景
（
太
宰
治
）／
琥
珀
の
夏
（
辻
村
深
月
）／
姉
の
島
（
村
田
喜
代
子
）

／
ラ
ン
チ
酒
（
３
）（
原
田
ひ
香
）／
世
阿
弥
最
後
の
花
（
藤
沢
周
）／
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｅ
織
田
信
長
伝
奇
行（
夢
枕
獏
）／
黒
牢
城（
米
澤
穂
信
）／
内
田
百
閒
随
筆
集（
平

山
三
郎
編
）／
夏
井
い
つ
き
の
俳
句
道
場
（
夏
井
い
つ
き
）／
こ
う
し
て
あ
な
た
た

ち
は
時
間
戦
争
に
負
け
る
（
ア
マ
ル・エ
ル
＝
モ
フ
タ
ー
ル
＆
マ
ッ
ク
ス・グ
ラ
ッ

ド
ス
ト
ー
ン　
山
田
和
子
＝
訳
）／
純
粋
の
探
究（
ジ
ャ
ン・ジ
オ
ノ　
山
本
省
訳
）

『世『世界の界の天変天変地異地異』』『ど『どうぶつせんきょ』 読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには９月２日（木）に並びます。
▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

避
難
を
す
る
と
き
は
、電
気
も
切
っ
て

　

盛
夏
を
過
ぎ
て
２
１
０
日
、東
北

地
方
は
台
風
の
到
来
の
時
期
で
す
。

　

地
震
や
台
風
、
浸
水
な
ど
で
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
避
難
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
電
気
を
切
っ
て
か
ら
家
を
離

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
あ

わ
て
ず
に
「
ブ
レ
ー
カ
ー
」（
契

約
ブ
レ
ー
カ
ー
）
を
「
切
」
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ガ
ス
の
元
栓
も
必
ず
閉

め
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
先
か
ら
帰
宅
し
、
電
気
を

使
う
と
き
は
、
そ
の
前
に
安
全
を

確
か
め
て
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
ガ
ス
漏
れ
が
あ
る

と
、
ス
イ
ッ
チ
の
火
花
で
ガ
ス
爆

発
が
起
き
た
り
、
水
に
浸
か
っ
た

電
気
機
器
で
感
電
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
問

　

東
北
電
気
保
安
協
会

　

☎
０
２
２
‐
７
４
８
‐
０
２
３
５

令
和
３
年
度
消
費
生
活
無
料
法
律

相
談

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の

専
門
家
に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

○
県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料
法

　
律
相
談

　

１　
相
談
日
（
弁
護
士
）

　
　
　

９
月
14
日
（
火
）

　

２　
相
談
時
間

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　
（
一
人
あ
た
り
30
分
）

　
３　
相
談
方
法　
電
話
相
談

　
４　
会
場

　
　
　

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　
　
　

２
階
第
４
会
議
室

　
　
　
（
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１
）

　
５　
予
約
先

　
　
　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で

　
　
　

に
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　
　
　

い
。

▼
問

　

県
中
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
９
５

図
書
館
の
古
本
を
差
し
上
げ
ま
す

　

図
書
館
で
利
用
し
て
い
た
図
書

の
う
ち
古
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
対
象
本
は
、
書
庫
に
所
蔵

し
て
い
た
一
般
書
（
総
記
、
哲
学
・

心
理
学
・
宗
教
、社
会
科
学
（
政
治
・

法
律
・
経
済
）、
参
考
図
書
な
ど
）、

小
学
生
以
上
対
象
の
児
童
書
（
よ

み
も
の
）
で
す
。

　

な
お
、
廃
棄
予
定
資
料
の
リ
ス
ト

を
図
書
館
内
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

○
期
間
・
場
所

　

９
月
２
日（
木
）〜
11
月
２
日（
火
）

　

役
場
庁
舎
２
階
「
桜
ホ
ー
ル
」

○
冊
数
制
限
な
し

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

町
民
図
書
館

　

☎
62
‐
３
３
７
５
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第2次三春町地球温暖化対策実行計画における
令和2年度の取組結果を公表します

　町では、「第 2次三春町地球温暖化対策実行計画」を策定し、事務事業に伴って排出される
温室効果ガスの削減に取り組んでいます。令和 2年度の取組結果についてお知らせします。

○計　画　期　間　　平成 28年度から令和 2年度までの 5年間
○対象とする
　温室効果ガス　　電気、ガソリン、灯油、軽油、Ａ重油、ＬＰガスの使用により発生する二酸化炭素（CO2）
○対象となる
　事務事業の範囲　　町が行うすべての事務事業（町のすべての組織および施設）
○計　画　目　標　　平成 26年度を基準として、5年間で CO2排出量を 5％以上削減する。
　・基準年度の CO2排出量　5,259,236.39kg-CO2
　・CO2削減量目標値　　　 52,592.40kg-CO2（基準年度排出量の 1％）× 5年間＝ 262,962.00kg-CO2

○令和2年度のエネルギー使用量　　　　　　　　　  ○令和 2年度の温室効果ガス（CO2）排出量

○取組結果
　令和 2 年度の三春町の事務事業に伴って排出された、温室効果ガス（二酸化炭素：CO2）の排出量は
　4,475,064.16kg-CO2で、基準年度比（平成 26年度）で 14.91％削減できました。

※温室効果ガス排出量は、各エネルギー使用量に政令に基づく排出係数を乗じて算定しますが、電力の排出
　係数は、火力発電所の稼働率などによって毎年変動します。また、電力会社ごとに電源構成の比率が違う
　ため、電力会社間でも排出係数は異なります。

○三春町地域まるごと省エネ計画について
　町民、事業者、町の三者が協力・連携して、地域ぐるみで省エネルギーの取組みを推進するため、「三春町
地域まるごと省エネ計画」を策定しております。この計画は地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地
方公共団体実行計画（区域施策編）を兼ねるものです。
　詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

町HP
地域まるごと
省エネ計画

基準年度（平成26年度）
電 　力
ガソリン
灯　油
軽　油
Ａ重 油
ＬＰガス

7,163,619.00kwh
77,361.04ℓ
113,367.95ℓ
45,162.39ℓ
38,000.00ℓ

162,515.72kg 

6,841,993.00kwh
56,815.10ℓ
103,535.34ℓ
55,238.12ℓ
32,000.00ℓ

101,740.47kg

-4.49%
-26.56%
-8.67%
22.31%
-15.79%
-37.40%

令和2年度 基準年度比 基準年度（平成26年度）
電 力
ガソリン
灯 油
軽 油
Ａ重 油
ＬＰガス
合 計

4,090,426.45 kg-CO₂
179,477.61 kg-CO₂
282,286.20 kg-CO₂
116,518.97 kg-CO₂
102,980.00 kg-CO₂
487,547.16 kg-CO₂
5,259,236.39 kg-CO₂

3,550,994.37 kg-CO₂
131,811.03 kg-CO₂
257,803.00 kg-CO₂
142,514.35 kg-CO₂
86,720.00 kg-CO₂
305,221.41 kg-CO₂
4,475,064.16 kg-CO₂

-13.19%
-26.56%
-8.67%
22.31%
-15.79%
-37.40%
-14.91%

令和2年度 基準年度比

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
開
所
５
周
年

を
記
念
し
て

「
謎
解
き
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
２
０
２
１
」
を
開
催
し

ま
す
！

　

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
交

流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」、
野

生
生
物
共
生
セ
ン
タ
ー
、
猪
苗
代

水
環
境
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
に
そ

れ
ぞ
れ
２
問
ず
つ
「
ク
イ
ズ
」
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ク
イ
ズ
」

が
隠
さ
れ
て
い
る
場
所
を
探
し
当

て
、「
ク
イ
ズ
」
に
挑
戦
し
よ
う
！

　
「
ク
イ
ズ
」
が
解
け
た
方
は
そ
の

場
で
参
加
賞
が
も
ら
え
る
よ
！
ま

た
、
３
会
場
す
べ
て
の
ク
イ
ズ
を

ク
リ
ア
し
た
方
に
は
コ
ン
プ
リ
ー

ト
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
さ
ら
に
応

募
用
紙
を
提
出
す
る
と
、
当
選
し

た
方
に
は
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ

チ
な
ど
の
素
敵
な
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！
期
間
は
10
月
31
日

（
日
）
ま
で
で
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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暮
ら
し

募　

集

健　
康

健
康
づ
く
り
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
「
食
」
を
と
お
し
た
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
講
演
会
に
参
加
し
て
い
つ
ま

で
も
健
康
で
イ
キ
イ
キ
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
参
加
ご
希
望
の
方

は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
事

　

業
お
よ
び
三
春
町
健
康
づ
く
り

　

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対
象
で
す
。

◯
日
時　
９
月
29
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

◯
会
場　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

◯
講
師

　

鈴
木
秀
子
氏

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
食
物
栄

　

養
学
科
教
授
・
福
島
県
栄
養
士

　

会
会
長

◯
参
加
料　
無
料

▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

９
月
は
食
生
活
改
善
普
及
月
間
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
外
出
自
粛
や

新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
等
に
よ

り
家
庭
で
食
事
を
と
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
か
ら
、
家
庭
で
の
食
事

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
体
の
栄
養
状
態
を
改
善

し
て
病
気
に
な
ら
な
い
体
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
食
事
を
お
い
し

く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」食
べ
ま
し
ょ
う
！

　

一
日
３
食
、「
主
食
、
主
菜
、
副

菜
」
が
揃
っ
た
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
体
に
必
要
な
栄
養
素
を

不
足
な
く
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
主
食
と
は
…

　
ご
は
ん
、
パ
ン
、
め
ん
類

　

一
食
あ
た
り
の
目
安
量

　

・
ご
は
ん　
１
膳
（
１
５
０
ｇ
）

　

・
パ
ン

　
　
　

食
パ
ン
６
枚
切
り
１
枚
ま

　
　
　

た
は
ロ
ー
ル
パ
ン
２
個

　

・
め
ん
類　
１
人
前

○
主
菜
と
は
…

　
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
、大
豆
製
品

　
が
中
心
の
お
か
ず

　

一
食
あ
た
り
の
目
安
量

　
　

卵
１
個
分(

60
ｇ
）、
肉
や
魚

　
　

の
場
合
は
目
玉
焼
き
サ
イ
ズ

　
　

を
中
心
に

○
副
菜
と
は
…

　
野
菜
、
い
も
、
き
の
こ
、
海
藻

　
が
中
心
の
お
か
ず

　

一
食
あ
た
り
の
目
安
量

　
　

生
野
菜
な
ら
両
手
１
杯
、
加

　
　

熱
調
理
し
た
も
の
は
片
手
１

　
　

杯
の
野
菜

　
「
主
食
、
主
菜
、
副
菜
」
が
揃
っ

た
食
事
に
プ
ラ
ス
一
日
１
〜
２
回

「
牛
乳
、
乳
製
品
」、「
果
物
」
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

◯
日
時

　

９
月
15
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

◯
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◯
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

◯
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
扱

　
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓

　

地
清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替

　

え
、
手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木

　

工
品
、
手
芸
品
）
の
制
作
販
売

　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
町
字
南
町
21
‐
１
）

　

☎
62
‐
７
３
０
８

〝
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
メ
ー
ル

ふ
く
し
ま
〞
登
録
し
ま

し
ょ
う
！

　

福
島
県
警
察
で
は
、
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

メ
ー
ル
ふ
く
し
ま
」
に
よ
り
、
事

件
・
事
故
の
発
生
状
況
、
防
犯
情

報
、
交
通
安
全
情
報
な
ど
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
と
家
族
を
守
る
情
報
を
届
け
ま

す
。
登
録
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

総
務
課

　

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
１
４

三
春
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
等
進
行
管
理
委

員
を
公
募
し
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
保
健
福
祉
計

画
や
介
護
保
険
事
業
計
画
の
達
成

状
況
を
点
検
し
、
進
捗
上
の
問
題

点
の
把
握
や
計
画
を
推
進
す
る
た

め
の
検
討
を
行
う
進
行
管
理
委
員

会
委
員
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
代

表
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
公

募
し
ま
す
。

　

応
募
す
る
場
合
は
、
所
定
の
申

込
書
に
て
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

○
募
集
対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

　

以
上
の
方
（
介
護
保
険
第
１
号

　

被
保
険
者
）

○
募
集
人
数　
２
名
程
度

○
募
集
期
間

　

９
月
15
日
（
水
）
ま
で

○
応
募
用
紙

　

保
健
福
祉
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

募　
集

健　

康
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９月は世界アルツハイマー月間です
～認知症は身近な病気です。正しい理解を深めましょう～

　　○世界アルツハイマーデーとは ...

○認知症の理解を深めるために ...
　 　  ※新型コロナ感染症により中止となる場合があります
　　　　　　　　　　　　　　　　◯日　　時　９月 21日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時 30分～３時 30分
　　　　　　　　　　　　　　　　◯場　　所　三春町役場　多目的ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　◯内　　容　①認知症の理解について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②認知症の方への接し方について　等
　　　　　　　　　　　　　　　　◯受講人数　先着 20名まで
　　　　　　　　　　　　　　　　◯受講方法　保健福祉課（62-3166）まで申込みください。

　　◯設置場所　三春町民図書館
　　◯設置期間　９月 14日（火）～ 10月 11日（月）
　　◯そ の 他　役場入り口付近に図書の書影展示やパネル展示を行います。

▼問　保健福祉課　介護保険グループ　☎ 62-3166　FAX62-5110
※三春町の認知症に関する情報や相談先はこちらからご確認ください ▼

1994 年「国際アルツハイマー病協会」は、アルツハイマー
病等に関する認識を高め、世界の患者と家族に援助と希望を
もたらすことを目的として、世界保健機関（WHO）と共同で
毎年 9月 21日を「世界アルツハイマーデー」と制定しました。
我が日本でも、公益社団法人認知症の人と家族の会が中心と
なって、様々な取組みを行っています。

　　　　　　　　　　　　　　 の活動はこちらから！

認知症サポーター養成講座を開催します

認知症関連の図書コーナーを設置します
昨年度のようす

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術

等
を
受
け
た
方
へ

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生

手
術
（
子
供
が
で
き
な
く
な
る
手

術
）
等
を
受
け
た
方
に
対
し
、
国

か
ら
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
方
法
な
ど
詳
し
く
は
相
談
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
対
象

　

昭
和
23
年
９
月
11
日
〜

　

平
成
８
年
９
月
25
日
の
間
に

　

優
生
手
術
等
を
受
け
た
方

◯
一
時
金
の
金
額

　

一
律
３
２
０
万
円

◯
請
求
期
限

　

令
和
６
年
４
月
23
日
（
火
）
ま
で

▼
問

　

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

　

相
談
窓
口

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
２
９
４
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健　

康

令和３年度三春町ヘルスメイト養成講座を開催します
　講座を受けることで自分自身の健康づくりのために、具体的にいかせることが見つかります。
　講座終了後は、食生活改善推進員として活動したり、健康づくりについて学んだり、町で行っているさ
まざまな健康づくり活動に参加できます。
　自分自身の健康や家族の健康を考えるきっかけが欲しい方、地区で活躍したいけど何をしたらよいか分
からない方など、あなたの学ぶ意欲を応援します！！
　受講される方は、自分がどれだけ野菜を摂取しているかがわかるベジチェックができます。
　また、町の医療や介護、食品衛生、年代別食育等幅広く専門家による講義を受けることができます。
◯受講資格　※要申込
　・年齢、性別を問わず、食に関すること、健康づくりに関することに興味のある方。
　　（男性の方も多く受講されています）
　・町が開講する講座を受講することが可能な方
《カリキュラム》

※高齢者社会参加ポイント事業の対象です。
※新型コロナウイルス感染状況により、日程や内容が変わることがあります。

▼問・申込　保健福祉課　保健医療グループ　☎ 62-5110　FAX62-0202

項　目
オリエンテーション
①食生活改善
　推進員と地区
　組織活動
②町民の健康
　状態について
③三春町の国保
や介護について
④乳幼児期から
　高齢期までの
　食事について

⑥ベジチェック
　の実施
⑦食品衛生

⑤町の事業につ
　いて

⑧健康づくりに
　ついて

9月17日（金）
　午前9時30分～午後3時10分

9月21日（火）
　午前8時40分～午後3時10分

9月22日（水）
　午前9時～午後3時

9月24日（金）
　午前10時～午後3時

9月29日（水）
　午前10時～11時30分

○市町村・県・全国食生活改善
　推進員連絡協議会の概要
○三春町食生活改善推進員会お
　よびヘルスメイトの会の活動
○三春町町民の健康の現状と健
　康づくりの課題
○三春町の国保医療について
○三春町の介護の現状
○年代別食育　乳幼児期
　　　　学童期、思春期
　　　　青年期、壮年期
  （特定健診、生活習慣病予防含む）
○食物アレルギーについて
○高齢期の食事
　　誤嚥予防・介護食の作り方
見学
○にこにこ元気塾
　運動
○サークル活動している団体と
　一緒に運動

講演
○食をとおした健康づくりについて

○測定器を使って自分の野菜の
　摂取状況を測定
○食品衛生と食中毒予防
○正しい手洗い法（実習）

三春町役場職員
（保健師、栄養士等）

三春町役場職員
（保健師、栄養士等）

星総合病院職員

薬剤師

県中保健福祉事務所

会津大学短期大学部
教授
福島県栄養士会会長
鈴木　秀子先生

日　程 講習内容 講　師
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☆この時期になると、おすわりが少しずつ安定して、両手を使って遊ぶようになります。
☆朝起きた時、寝る時はお着替えする、外出から戻ったら顔と手を拭く、日中は散歩や遊びを中心に
　するなど、生活習慣のリズムを作る時期になります。
☆離乳食にも少しずつ慣れ、１日２回食となります。

食生活リズムの例

・離乳食は決まった時間に与えます。
○上達のポイントは「ゆっくり待つ」こと
　・ヨーグルトくらいの形状が上手にごっくんと飲み込めているようなら、モグモグへステップアップ
　　します。食べやすさのコツは豆腐の固さ・つぶつぶのミックスです。
　・「これはにんじんかな」「次はどれにしようかな」と声をかけ、口の中に何もなくなってから次の
　　ひとさじを与えることが、モグモグ上達のポイントになります。
○栄養バランスの目安
　・栄養の中心は母乳やミルクですが、少しずつ離乳食からとることも意識していきます。
　・バランスを考えて、炭水化物（ご飯）やたんぱく質（肉、魚等）、ビタミン類（野菜、果物）など
　　を取り入れましょう。味付けはまだいりません。

何をどれくらい食べる？（１食分の例）

▼問　子育て支援課　保育グループ　☎ 62-0055

健康・栄養コラム
今月号は離乳食の中期（７、８ヶ月）についてお話します！

福島県HP

（6：00）
２回目

（10：00）

（起床）
母乳・ミルク 母乳・ミルク 母乳・ミルク母乳食＋

母乳・ミルク

３回目
（14：00）

４回目
（18：00）

離乳食+
母乳・ミルク

５回目
（22：00）昼寝

（１回目）
昼寝

（２回目）
就寝

（20：00）

穀　類 たんぱく質 緑黄色野菜 淡色野菜 い　も
７倍がゆ
（粗つぶし） 卵　黄種　類 人　参 玉ねぎ じゃがいも

10ｇ
（1/2個分）70ｇ量 15ｇ 10ｇ 10ｇ

「
う
つ
病
の
方
を
さ
さ
え
る
家
族

教
室
」
の
お
知
ら
せ

　

病
気
の
こ
と
や
ご
本
人
へ
の
接

し
方
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
う

つ
病
の
方
を
支
え
る
ご
家
族
自
身

が
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、

日
頃
の
思
い
を
お
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

◯
日
時

　

９
月
22
日（
水
）、11
月
26
日（
金
）、

　

令
和
４
年
１
月
25
日
（
火
）

◯
時
間　
午
後
２
時
〜
３
時

◯
場
所

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
須
賀
川
市
旭
町
１
５
３
‐
１
）

◯
対
象

　

県
中
管
内
に
お
住
ま
い
で
、
う

　

つ
病
の
方
の
ご
家
族

◯
内
容

　

家
族
交
流
会
な
ど

　
（
ご
家
族
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を

　

話
し
た
り
、
疑
問
を
解
消
す
る

　

た
め
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
）

◯
ス
タ
ッ
フ

　

臨
床
心
理
士
、
保
健
師
な
ど

◯
申
込
方
法

　

参
加
し
た
い
回
の
前
日
ま
で
に
、

　

お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８
‐
75
‐
７
８
１
１
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三
春
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
開
催

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
、

体
力
向
上
を
目
的
と
し
、
左
記
の
内

容
で
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
登
山
の
一
種

で
す
が
、
山
頂
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
せ
ず
、
山
の
中
を
歩
き
、
自
然

を
満
喫
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

今
年
の
コ
ー
ス
は
約
１
キ
ロ
の
整

備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
歩
く
コ
ー
ス
で
、

初
心
者
の
方
で
も
簡
単
に
参
加
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
日
時　
10
月
３
日
（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
12
時
30
分（
予
定
）

　

※
雨
天
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　

ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
中

　
　

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
場
所

　

あ
だ
た
ら
遊
歩
道
（
二
本
松
市
）

◯
参
加
料　
５
０
０
円

◯
募
集
人
数　
20
人

　

町
内
に
在
住
の
方
ま
た
は
町
内

　

企
業
勤
務
の
方
（
中
学
生
以
下
は

　

保
護
者
同
伴
。定
員
に
な
り
次
第
、

　

締
め
切
り
ま
す
。）

◯
持
参
物

　

運
動
に
適
し
た
服
装
、
マ
ス
ク
、

　

飲
み
物
、
雨
具
他

◯
講
師

　

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

◯
申
込
期
限

　

９
月
18
日（
土
）ま
で

　

※
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
休
館

　
　

日
を
除
く
。

▼
問
・
申
込

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

み
ん
な
の
掲
示
板

　季節や日常会話の手話をご紹介するコーナーの第９回目は、「できる」（大丈夫）「できない」
（難しい）です。手話と一緒に、口も大きく動かしてください。
　「広報みはる」で紹介した手話を、三春町のホームページから動画でご覧になれます。または、
「三春町」「手話」で検索。スマートフォンでは、右のＱＲを読み取ってご覧ください。

顔を傾けながら右の頬をつね
るような形を作る。表情も工
夫してつける。

できません
（難しい）

右手の指を揃えて左胸から右
胸に移動させる。表情は相手
が安心するように笑顔で。

できます
（大丈夫）

み
ん
な
の
掲
示
板

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
寄
付
金

・
郡
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
（
株
）

　

代
表　

中
原　

雅
夫

▽
物
品

・
増
子　

忠
一
（
山
田
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

大
越　

瑛
子
（
弓
町
）

　

國
分　

シ
ヅ
子
（
新
町
）

　

齋
藤　

キ
ミ
子
（
南
町
）

　

佐
久
間　

善
子
（
大
町
）

　

松
本　

い
み
子
（
下
舞
木
）

　

吉
田　

勝
子
（
御
免
町
）

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

・
佐
久
間　

清
寿

　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

・
沼
田　

憲

　
（
東
京
都
調
布
市
）

【
一
般
寄
附
】

▽
寄
附

・
極
真
カ
ラ
テ
門
馬
道
場

　
（
西
白
河
郡
矢
吹
町
）

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
令
和
３
年
７
月
９
日
〜　
　

令
和
３
年
８
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

健　

康
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9月の行事カレンダー

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 施設の休館日は15ページに掲載しています。

1歳6か月児健診3歳 6か月児健診

絵本とわらべ唄
（11時～11時30分
町民図書館）

お誕生会
（午前11時30分～
11時45分・子育て
支援センター）17

朗読講習会
（午前10時～11時
30分・桜ホール）

17

たのしいせいさく
（子育て支援センター）

17 17

3～4か月児
健診 17

179～10か月児健診

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
子育て支援センター）

18

おやこ運動遊び教室
（午前10 時15分～
11時30分・子育て
支援センター）17

出前おはなし会
（午前 11時～11時
15 分・子育て支援
センター）17

図書館の古本配布
（～11月2日・桜ホール）23

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）17

17
消費生活無料法律相談 31

31心配ごと相談

31心配ごと相談

体育館で体をうごかそう
（午前10時～11時・
御木沢小体育館）17

理科クラブ
（午前9時～正午・三
春小わんぱくクラブ
室）17

ミニシアター
（午前10時～午後
11時30分・三春小
わんぱくクラブ室）17

子育て相談日 18

子育て相談日 18

こころの健康相談会
31

のびのびの日
（午前10時～正午・
子育て支援センター）

17

31心配ごと相談

31心配ごと相談
人権相談・行政相談 31

議会定例会9月会議
（～14日予定）22

議会定例会9月会議
一般質問（10時・議場）

22

1514 16 17 18

19 20

6 87 9 10 11

12 13

2221 23 24 25

26 27 2928 30

5

4321
日 月 火 水 木 金 土
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納期限

9月 医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

５日（日）
12日（日）
19日（日）
20日（月）
23日（木）
26日（日）

石川医院
せんざき医院
青山医院
南東北病院滝根診療所
秋元医院
なごみファミリークリニック

☎62-2630
☎61-2777
☎77-2015
☎78-2442
☎82-1515
☎62-2473

 
みはる調剤薬局
みはる調剤薬局ときわ店
オリオン薬局

10月 医療機関名 薬局名
3日（日）
10日（日）

遠藤医院
石塚医院 ☎72-2183

☎85-2016
ヤナイ調剤薬局

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで
※新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる場合は、
　かかりつけ医、または以下の窓口にお電話ください。

1日（水）
2日（木）
3日（金）
6日（月）
7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
14日（火）

15日（水）
16日（木）
17日（金）
21日（火）
22日（水）
24日（金）
27日（月）
28日（火）
29日（水）
30日（木）

清水医院
石川医院
東部台こどもクリニック
なごみファミリークリニック
矢吹医院
遠藤医院
まつざき内科胃腸科クリニック
三春病院
まつえ整形外科
石塚医院

青山医院
のざわ内科クリニック
秋元医院
橋本医院
島貫整形外科
船引クリニック
雷クリニック
のざわ内科クリニック
白岩医院
さとう耳鼻咽喉科クリニック

9月 9月当番医療機関 当番医療機関

受診・相談センター
☎０１２０－５６７－７４７
受付時間：２４時間（毎日）
８月１日時点で
交通死亡事故ゼロ２，７４３日です。 人口・世帯数　 

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課　生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期
　券をご利用ください。
　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は役
　場窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行
　しています。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行して
　います。
※スクール混乗コースおよび通勤コースを除く朝晩
　コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：5・12・19・20・23・26 日

【消費生活無料法律相談】

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（９月）
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－子どもの夢と教師の夢がともに育つ学校づくり－

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

中学生・高校生が「まほらミュージックプロジェクト」に参加！
■第３弾『合唱セミナー　2021』・・・・７月29日
　ＮＨＫ学校音楽コンクール（通称：「Ｎコン」）に参加する三春中学校、岩江中学校の合唱部の生徒を対象とし
た合唱セミナーが開催されました。講師は、今年度中学校の部課題曲「足跡（あしあと）」を編曲した上田真樹先生。
上田先生は、作曲家としてたくさんの合唱曲を手がけてこられた先生です。今回は、課題曲「足跡（あしあと）」に
こめられた思いを直接教えていただき、その思いに
さらに自分たちの思いを織り交ぜていくまたとない貴
重なセミナーでした。今回は、３年前まで田村高校
で合唱部を指導されていた村上直樹先生にも貴重な
ご指導をいただきました。

■第４弾『佐藤秀徳トリオwith 工藤精、三春中・田村高校吹奏楽部 JOINT CONCERT』事前レッスン
・・・・８月２日・８月17日

　JOINT CONCERT に向けて、トランペット奏者
の佐藤秀徳さんに２回にわたってご指導いただく
またとない貴重なレッスンでした。

　新型コロナウイルス感染症防止のために教育活動を制限する日々が続
いていますが、昨年度は、実施時期や方法を大幅に変更した運動会も、
今年度は、全校生で行う運動会として実施することができました。かわ
いらしい下級生の演技や力一杯走る上級生の競技をお互いに見合う本来
の運動会になったのではないかと思います。これは、地域との合同開催
を行わないことにご理解をいただき、保護者の皆様の観覧方法を制限さ
せていただいたおかげです。また、６年生の修学旅行を会津方面のグルー
プ活動として計画していましたが､予定どおり実施することができました。
一方、５年生の宿泊学習は、時期を１１月に変更するなど、まだまだ計
画通りの教育課程が実施できない状況は続いています。
　そのような中でも、地域の皆様や保護者の皆様にご理解とご協力をい
ただきながら体験的活動やボランティア活動、ふるさと学習などを通して、
“ふるさと岩江”、“ふるさと三春” について学習しているところです。
　これからも、岩江小学校は地域の方々と交流を深め、「いきいき　
わくわく　笑顔いっぱい　岩江っ子」の育成に取り組んでいきます。

検索検索

友だち登録方法 LINE を使ってこんなことができるよ
その１ 二次元バーコード
LINE アプリの「その他」
→「友だち追加」
から下のバー
コードを読み
取る。

その 2 友だち追加ボタン
インターネットで
「三春町 LINE」で検索

町公式ウェブサイトにアク
セスし「三春町公式　LINE」
ページの下記のアイコンを
クリック

三春町　LINE

町の情報をお届けします！
お
友
達
登
録

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

愛姫

町の情報を知りたい 警報など災害情報も
発信していきますメニュー画面のQ&Aをタップ

受
信
設
定
で
希
望

す
る
情
報
に

チ
ェ
ッ
ク
！ お問合せ先：三春町役場産業課商工観光グループ

TEL：６２－３９６０　FAX:６２－３３００

［質問］

回答しますね !

滝桜 - 三春町 HP
https://www.town.miharu...

滝桜ライブカメラ -三春町 HP
https://www.town.miharu...

滝桜が
いつ咲くか教えて

こまりん

大雨洪水警報の発令に
ついて
こちらは、防災みはる
広報です。
先ほど、三春町に大雨
洪水警報が発令されま
した。
河川の増水、氾濫、土
砂崩れ、低い土地の浸
水などに厳重に注意し
てください。

最後に設定を押すのを忘れずに
みんなお友だち登録よろしくね！

愛姫愛姫

こまりんこまりん

お
友
達
登
録録

愛姫愛姫 友だち追加

愛姫愛姫

地域の史跡、文化財の見学

三春中・田村高校 トランペット奏者　佐藤秀徳氏

１年生の給食ボランティア

年間を通した米作りの体験学習

運動会で力一杯走る６年生

三春中 岩江中

※新型コロナウイルス感染拡大状況により開催を
　延期します。詳細は決まり次第ホームページ等で
　お知らせします。


